
始まりの地MASUDAから
世界のMATRIXへ進化中！
一般社団法人サイバースマートシティ創造協議会

(MCSCC)は、課題主導型でのスマートシティ創造

を目的として、私たちの「始まりの地」島根県益田

市において各種のプロジェクトを行ってまいりまし

た。2019年には国土交通省の「スマートシティ先

行15モデル事業」に選定され、東京などの大都市

だけではなく、地方都市でも実現できる汎用性の高

いスマートシティのあり方を実践的に模索してきた

ところです。

この培った「益田スタイル」を全国・世界に展開

していくため、本年3月よりグローバルヘッドクオ

ーターを東京都港区、Fiwareデータセンターを長

崎県長崎市に移すとともに、海外での事業活動に実

績のある幾つかの企業を新会員として迎え、海外に

おけるスマートシティの検討に向けた体制を整備し

てまいりました。

このような基礎の上に、MCSCCの海外における

スマートシティ展開の最初の取組が始まったところ

です。

インドネシアでの経済産業省委託事業実施
経済産業省の令和３年度「質の高いインフラの海

外展開に向けた事業実施可能性調査事業委託費（我

が国企業によるインフラの海外展開促進調査事業）」

にMCSCCの企画提案「インドネシア(バリ島）スマ

ートシティ開発に向けたスマートモビリティ・イン

フラ開発調査事業」が採択されました(2021年4月

22日同省公表)。

これは、インドネシア政府のスマートシティ開発、

ＥＶ化促進等の政策動向を受け、バリ島ＥＶ特区に

おいて

① ＭａａＳプラットフォーム開発

② ＥＶ充電インフラ開発

③ 道路モニタリングシステム開発

を柱とした「スマートモビリティ・インフラ開発」

に向けた調査(Feasibility study)を行うものです。

経済産業省の委託事業として採択されたのは４件

のみ。MCSCCは、新たに会員企業として参画した

全国規模の企業等と一体となって、地形的に益田に

似たインドネシア・バリ島のサヌールという都市で

「益田スタイル」の実践を図ります。

デジマノキプロジェクト
MCSCCがFiwareデータセ

ンターを置く長崎の「出島」

を通じて、江戸期には世界の

知識と技術が江戸(東京)へさ

らには全国各地へ広がり、逆

に我が国の文物がオランダ東

インド会社によりインドネシア

(バタヴィア)を通じて、欧州

はじめ世界へ広がりました。

今も出島に残る幕末にオラ

ンダ人が植えたインドネシア原産の「デジマノキ」

(写真)をシンボルに、我が国から世界へスマートシ

ティの創造スタイルを送り出す

出口戦略を「デジマノキプロジ

ェクト」と名付け、培った益田

スタイルを日本から東南アジア

に、さらに世界各地へと広げて

まいります。幕末にオランダ人

が植えたデジマノキが今や大木となっているよう

に、プロジェクトを大きく育てていきたいと思って

います。

MCSCCのHP／メール変更
ホームページアドレス、メールアドレスともに以

下のように変わりました。よろしくお願いします。

https://matrix-cyber.org/

contact@matrix-cyber.org
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